
役 員 取締役
代表取締役 社長執行役員 德田 康行
取締役 副社長執行役員 平野 文康
取締役  道田 隆典
取締役 執行役員 大川　 正
取締役 大石 素久
取締役 吉田 芳之

監査等委員である取締役 
取締役 監査等委員 佐藤 滋美
取締役 監査等委員  河合 健一
取締役 監査等委員  杉田 光秀

執行役員
常務執行役員　　　笠原 　茂
常務執行役員　　　上野山 英樹
常務執行役員　　　篠原 正幸
執行役員　　　　　村上 信治
執行役員　　　　　山地 　亙　
執行役員　　　　　村井　 暁

商 号 鈴与シンワート株式会社（Suzuyo Shinwart Corporation）［法人番号：301040104925］

本店所在地 東京都港区芝4-1-23

設 立 1947年（昭和22年）5月29日

上 場 市 場 東京証券取引所スタンダード市場（証券コード：9360）

資   本   金 8億225万円

従 業 員 数 768名（連結：2024年3月31日現在）

連結子会社 鈴与シンワ物流株式会社、シンワ運輸東京株式会社、ビジネス・デザイン・コンサルティング株式会社

加 盟 団 体 一般社団法人情報サービス産業協会（JISA）、東京商工会議所、大阪商工会議所

認証・許認可等 プライバシーマーク（JISQ15001)、
品質マネジメントシステム（ISO9001）、
情報セキュリティマネジメントシステム（ISO/IEC 27001）、
ISMSクラウドセキュリティ認証（JIP-ISMS517-1.0・ISO/IEC27017）、
電気通信事業、労働者派遣事業

事 業 内 容 コンピュータソフトウェアの受託開発・開発支援、ソフトウェア製品の導入支援・アドオン開発、
物流ITコンサルティングサービス、人事給与を主体としたアウトソーシング事業、
データセンター&クラウドサービス事業

U R L https://www.shinwart.co.jp/（コーポレートサイト）
https://logistics.shinwart.co.jp/（物流ITコンサルティングサービスサイト）
https://saas.shinwart.com/（クラウドサービス（SaaS）サイト）
https://s-port.shinwart.com/（S-Portサイト）
https://s-paycial.shinwart.co.jp/（S-PAYCIALサイト）

株 主 構 成 鈴与システムテクノロジー株式会社、鈴与興産株式会社、株式会社ENEOSウイング、
三井住友信託銀行株式会社、株式会社みずほ銀行、鈴与建設株式会社、
株式会社清水銀行、株式会社静岡銀行、株式会社電通総研 他

拠 点 本社・東京事業所

広島システムセンター

大阪事業所

〒108-0014　東京都港区芝4-1-23 三田NNビル22階
TEL 03-5440-2800 FAX 03-5440-2827

〒541-0053　大阪府大阪市中央区本町2-5-7 メットライフ本町スクエア8階
TEL 06-6260-7401 FAX 06-6260-7435

名古屋システムセンター 〒460-0003　愛知県名古屋市中区錦1-16-20 グリーンビルディング11階
TEL 050-5830-7560 FAX 052-232-1277

〒730-0051　広島県広島市中区大手町2-8-1 大手町スクエア7階
TEL 082-545-6333 FAX 082-545-6334

S-Port 北陸センター

S-Port 東京第一センター

S-Port 東京第二センター

S-PAYCIAL
東京 BPOセンター

S-PAYCIAL
静岡 BPOセンター

S-Port 大阪センター

S-Port 九州センター

S-Port 沖縄センター

本社・東京事業所

大阪事業所

名古屋システムセンター

広島システムセンター

Suzuyo Shinwart

会社概要
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クラウドサービス事業本部

管理本部

第一ビジネス・プロセス・サービス事業部

第二ビジネス・プロセス・サービス事業部

デジタルビジネスソリューション事業部

物 流 コ ン サ ル テ ィ ン グ 事 業 部

第一システムソリューション事業部

第二システムソリューション事業部

プラットフォーム･サービス事業部

S a a S 開 発 事 業 部

B P O 事 業 部

システム開発事業本部

ソリューションサービス事業本部

総 務・人 事 部

経 理 部

業 務 管 理 セ ン タ ー

購買・調達センター

Ｄ Ｘ 推 進 部

品 質 管 理 部

事 業 計 画 部

マ ー ケ テ ィ ン グ 部

内 部 監 査 室
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組織図



鈴与シンワートは、鈴与グループ220年の事業継続を支える「共生」の精神に則り、事業活動を通して
さまざまな社会的課題に取り組み、新たな価値の創造に努めることで、皆様と共に、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

ともいき

取り組みの詳細につきましては、弊社コーポレートサイトのサステナビリティページをご覧ください。
▶ https://www.shinwart.co.jp/company/sustainability.html

S D G s への取り組み　

これを当社グループに置き換えれば、「会社がひとつの企業として自立し、また、社員一人ひとりも個々の社会人として、真に自立し、

社会活動を営む中で、我 と々地域社会、お客様、お取引先様、そして社員相互間を結びつける精神的な基盤となる」ものです。

今後も、私たちは「共生」の精神で、社会に、そして皆様に信頼される企業であることを目指していきます。

鈴与グループには、これまで脈 と々息づいてきた「共生（ともいき）」という言葉があります。

「共生」の歴史は、1922年（大正11年）に椎尾 弁匡 師（1876～1971）が起こした「共生運動」にさかのぼり、

その基本的な考え方は「1つの個を大事にしていく。そしてこの個が本当に自立をし、自分自身で生きていく中から

他との共生が生まれてくる」というものでした。

しいお べんきょう

とも い き

お客様
お取引先様との

共生

社員同士
グループ各社の

共生

社会との
共生

環境
脱炭素社会に向けて、弊社では大量のエネルギーを必要と
するデータセンターを中心に、エネルギー効率の優れた設
備を選定し、CO2排出の削減に努めるほか、再生可能エネ
ルギー由来のグリーン電力の調達も積極的に進めてまいり
ます。

さまざまな情報サービスを組み合わせてお客様
の経営課題の解決を図るDX（デジタルトランス
フォーメーション）、経済生産性や業務効率、
人々の働きやすさの向上、レジリエント（強靭で
しなやか）な情報インフラの開発やイノベーショ
ン、テクノロジーの推進は、それぞれ根源的に
SDGsに貢献するものと考えております。
私どもはあくまで “裏方”として、お客様の事業
を支えながらSDGsの達成に貢献することに誇り
を持って事業を進めてまいります。

DX推進 人財
弊社にとって、従業員こそが最大の財産であり、従業
員一人ひとりの価値の総和が企業価値であり、その
成長は企業価値の向上に直結すると考え、従業員教
育に力を入れております。

「人財」の育成、健康の増進、ワーク・エンゲージメ
ントの向上を目指し、健康経営に力を入れております。

健康経営

社長メッセージ

鈴与シンワート株式会社は、鈴与グループ企業140余社の中、

情報サービス企業として、お客様中心のCSR活動を展開しております。

鈴与シンワートの企業ビジョンは、鈴与グループの220年の事業継続を支える「共生（ともいき）」という理念を基盤としており
ます。「社会との共生」、「お客様・取引先との共生」、「社員同士の共生」を大切に考え、すべてのステークホルダーから信頼され
る企業を目指しております。

１．鈴与グループの経営理念

鈴与シンワートは、鈴与グループの「チャレンジ(挑戦)」と「変革」というDNAを引き継いでおります。社会、経済、お客様の変化
に対応して、常に先見性を持って革新を続けていくこと。鈴与グループが、時代の大きな変化に対応し、220年にわたり事業を
継続することができたのはまさにそのDNAにあるのです。

２．我々が引き継いだDNA

鈴与シンワートの大切な財産は、鈴与グループのDNAを継承した人財です。社員に対して、強く、やさしく、おもしろい企業であ
るよう『エンプロイアビリティ』の実現を目指し、社員がビジネス現場で自由闊達に活躍できる、風通しのよい企業風土を醸成
しております。

３．我々の大切な財産は人財

鈴与シンワートと鈴与システムテクノロジーの2社が、鈴与グループの情報事業のコア企業として、そのバリューチェーンをシス
テムの面から支えています。今後、ビジネス環境の変化がますます加速し、従来のビジネスモデルに大きな変革が迫られること
は確実と考えられます。クラウドサービスを中心としたサービス化、そしてアライアンスの国際化を実現するなど、お客様のビジ
ネスモデル変革をお手伝いしてまいります。

われわれ鈴与シンワートは、この激変の時代にこそ、お客様のベストパートナーとしてお役に立てるよう、全力で企業活動を進
めてまいります。 何卒、御指導御鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

４．情報サービス事業の提供価値

代表取締役社長

常に「 共 生 」の精 神で信 頼される企業を目指して
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下記は取り組みの一例です。



鈴与シンワートが提供するサービスの一例です。

鈴与シンワートのソリューション領域

システムディベロップメント
システム開発

ネットワーク構築

要素技術

ブロックチェーン
Webサービス・SOA

DevOps
アジャイル開発

システム・ソリューション
ITコンサルティング 人事・会計ソリューション・BPO
物流ITコンサルティング 人事・給与・就業システム

給与アウトソーシング
マイナンバー管理
電子給与明細クラウド

電子年調申告クラウド
電子人事申告クラウド
財務会計システム

業務ソリューション
CMS
（コンテンツマネジメントシステム）
ワークフロー

グループウェア
Webメール
Salesforce導入

電子印鑑アプリ
　 運転前アルコールチェック＆
　 検温クラウドサービス

ITインフラ
データセンター
インターネット接続
閉域ネットワーク

メガクラウド相互接続
システム監視・運用

セキュリティ・認証

クラウドサービス
IaaS
ベアメタルサーバ

S-Port テレワーク・リモートPCサービス
オンラインストレージ

仮想デスクトップ
ビジネスチャット

経 営 指 標 等の推 移（ 連 結 ）

■セグメント別売上高（76期）

合計
15,503百万円
〈100％〉

12,304

11,346

情報サービス事業〈79％〉

12,304百万円
物流事業〈21％〉

※構成比は、セグメント間の内部売上高を除いて算出しております。

3,198百万円

親会社株主に帰属する当期純利益・1株当たり当期純利益 総資産・純資産
■ 親会社株主に帰属する当期純利益
■ 1株当たり当期純利益（円）
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10,584 10,170 9,964
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2021年3月31日
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2020年3月31日

第76期（当期）

129.71

381

2022年4月1日～
2023年3月31日

第75期第74期第73期

54.55

72.64

93.61

160

213

275

2021年4月1日～
2022年3月31日

2020年4月1日～
2021年3月31日

2019年4月1日～
2020年3月31日

営業利益・経常利益
■経常利益■営業利益

（百万円）

第76期（当期）

405
366
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2023年3月31日

第75期第74期第73期

368
328

405
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2021年4月1日～
2022年3月31日
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0
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3,112

● 売上高の推移（情報サービス事業）

第75期

第75期

第76期
（当期）

第76期
（当期）

● 売上高の推移（物流事業）

0 3000 6000 9000 12000
（単位：百万円）

（単位：百万円）
0 1000 2000 3000 4000

1,598
3,198

■ 中間期 ■ 通期

■ 中間期 ■ 通期

5,493

5,167

給与業務アウトソーシング
サービス

電子印鑑アプリデータセンター
クラウドサービス

ビジネスチャット 運転前アルコールチェック＆
検温クラウドサービス

4 5本会社案内に記載されている社名、製品名などは、各社の登録商標または商標です



人と社会を豊かにするのは、
幅広いグループパワーです。
220年の歴史の中で、鈴与グループは常に

時代の変化に対応した事業展開を続けてきました。

そして今日、国内、海外を合わせて140余社の関連企業を有するグループに成長しました。

その分野は多種多彩。それぞれの事業が個性を発揮しながら、総合力で人々の暮らしを支えています。

グループ会社一覧
物流事業

鈴与（株） 鈴与自動車運送（株） 鈴与カーゴネットグループ 鈴与カーゴサービスグループ
鈴与通関グループ 鈴与海運（株） 清水長崎運輸（株） 鈴与オートテックサービス（株）
（株）くろしおエクスプレス 甲菱運輸（株） 山三石油運輸（株） 清水キャリアサービス(有)
清水運送（株） ベルエクスプレス（株） 東海埠頭（株） 柏栄トランス（株）
富士宮通運（株） 鈴与シンワ物流（株） シンワ運輸東京（株） 新星運輸（株）
清水ユナイテッドエージェンシー（株） （株）フィディック 駿河シッピング（株） 清水ポートエージェンシー（株）
清水ポートサービス（株） 鈴与コンテナエンジニアリング（株） 鈴与液体物流サービス（株） 鈴与御前崎荷役サービス（株）
鈴与常陸那珂サービス（株） SUZUYO AMERICA,INC. SUZUYO MEXICO, S. DE R.L. DE C.V.
SUZUYO GERENCIAMENTO LOGISTICO DO BRASIL LTDA. SUZUYO(THAILAND)LTD. SUZUYO DC THAILAND LTD.
鈴与(広州)国際貨運代理有限公司 PT.SUZUYO INDONESIA SUZUYO SINGAPORE PTE, LTD. SUZUYO WHITELANDS LOGISTICS, INC.
SUZUYO INDIA PRIVATE.LIMITED SUZUYO MALAYSIA SDN. BHD.

鈴与コンストラクションホールディングス（株） 鈴与建設（株） 鈴与三和建物（株） 静岡ビルサービス（株）
鈴与セキュリティサービス（株） （株）ドリームプラザ 富士山清水港クルーズ（株） 東海瀝青工業（株）
オーク建設工業（株）

鈴与興産（株） （株）鈴与総合研究所 鈴与マネジメントサービス（株） 中日本バンリース（株）
（株）ベルキャリエール ベルメディカルケア（株） 鈴与ケアサービス（株） 鈴与ホールディングス（株）

（株）フジドリームエアラインズ （株）エスエーエス （株）フジアビエーションシステムズ 静岡エアコミュータ（株）
フジビジネスジェット（株） （株）フジドリームアビエーションエンジニアリング 鈴与スカイホールディングス（株） （株）ドリームスカイ名古屋
中部スカイサポート（株） 鈴与エアポートサービス（株）

鈴与商事（株） （株）イワタ S-net静岡（株） （株）NSコーポレーション
井口エネルギー（株） 飯田石油販売（株） 第一商事（株） アビエーショングランドサービス（株）
（株）IKS （株）鈴与ガスあんしんネット 名古屋エネルギー（株） 由比ガス(有)
ガスコミュニティ静岡（株） 鈴与マタイ（株） 鈴与レンタカー（株） 鈴与ホームパル（株）
（株）巴商会 静岡塩業（株） ベルファーム（株） ミナト生コン（株）
冨士建商（株） 鈴与エコプロダクツ（株） 清水特殊容器（株） 上海柏鈴恵国際貿易有限公司
鈴与商貿(上海)有限公司 鈴与電力（株）

清水食品（株） エスエスケイフーズ（株） （株）ミヤカン モンマルシェ（株）
愛食客食品（浙江）有限公司

鈴与シンワート（株） 鈴与システムテクノロジー（株） （株）インタークエスト

商流事業

建設・ビルメンテナンス・警備事業

食品事業

航空事業

地域開発・その他サービス事業

情報事業

Suzuyo Shinwart
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